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A Note on the Agriculture in Northeastern Thailand 

一一Don Daeng Village Revisited－ー
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(Faculty of Agriculture, Gifu University) 

m古－は 1981 年の1J.~3!tlζ引きつづき， 1983年 6月中旬より12月下旬までタイ東北部の位村lζ滞在し

て，同地のJ;!l業の実態調査を行った。調査対象村は前回と同じドン・デーン村である．調査には前回と

ほほ同誌のl込学系．人文社会学系のメンバーが参加した. 111!学系における今次の調査の目的は， 81年の

調荘のみでは促えられなかった作物生産の年次変動を知るζとにある， flij報でも述べたように，乙 ζ ド

ン・デーン村の位位する県北タイの中央部は．平均年間降雨五tが約 1200岡田と稲作にとっては限界的な

ζとに加えて．降雨期間が6～10月iζ集中する乙と．さらに年による変動が極めて大きいζとから．一

作のみの~態調音では作物栽培の実伎を語るには全く不充分で・あるからである． ζの村の属するコンケ

ン県のヨIミl収fi'cの年次変動係数が30%1ζ述するということからも知られるように，ほとんと．の用水を天水

に依存する乙の地方の稲作は臨めて不安定である．日本で我々が何の気なしに使う「平年作Jという紙

念が乙の地方iとは適用しない．平年作とは洪水．早ばつのどちらかのある年の作物のでき高とでも言う

他ない．乙乙数年の村の稲作をふりかえってみても， 1978年の米自有の大洪水． 1979年の早ばつ，

1980年の洪水． 198］年の程度の♀ぱつ， 1982年の早ばつに続く洪水とほぼ毎年なんらかの災害l乙

会っており，その皿：lζHI付不能の凹や収班皆無の回が出ている．永年にわたる村人の経験では． ζれら

の災容は 5 年の品~Jlllそもっており，初めの 3年間は洪水もしくは早ばつで1&m：不良，その後2年間！は収

控があり次年からまた収lll:不良年となるという．乙のようなことから本村の収枝米は自家消費の為すべ

て米f.iこ貯蔵されるのが基ー本となっている．貯蔵米が尽きた場合は飯米間の米を附入せねばならないが．

主たる現金l収入は．村外のui業所への通勤および出稼ぎを除け（-J.'7/<l!:.牛＇ ，｛号などの売却の外，野菜．

畑作物の販売lζ組らざるをえない．村の出家の半数が菜闘や畑を耕作し， トウガラシやキャ・7サパの生

産Iζ励んでいる乙とは前回の調査で判っていたが， 11:l.学的な加古はほとんど行き届いていなかった．乙

れらの:tmf，，や野菜作の1封書技術の詳しい実態を操り．村の出；慌のトータ Jレな出解を図る乙とも今回の目

標の一つであった．前科iと~·己なり本文の荻題を東北タイの位柴JJHl'I としたのも，稲作lζ加えて野菜作，

畑作の状況もいくらかは紹介したいと思うからである．

村の位世や自然．社会．経済的な附；については前説を御参考捌いたい．また稲作の肢術体系lζっし1

ても大!:lcH;liJiio/dlζ記したが，乙 ζでは 2年の後Iζ変化のみられた点や前報ではふれられなかった方面を

中心にして述べたいと思う．
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831J＇：は81f(:Iζくらべf:IJの降り山すII制的がili1く，村iと結いた 6月201:1頃でも低位の凹でさえ水はなく－

flflfζ少々の泊ー代が作られているばかりであったが，月末から 7月初めのややまとまった雨で苗代作りも

本給化した.l市相！と主るまでの過程は次のようである．すなわち 2～3日間のうちICJOO～150 mmの悶

があった場合. ftli籾を米企などからとり Illし．カメ lζ入れて7）くをslえり泣磁を行う．乙の過程で浮上する

さ包却などは捨ててil!l,!jfiとする. t~i傑的lζは 3 日！日lの浸磁ののち．竹かどに籾を移して上部を乾いた水＇l二

の党で撹い， 2日l[!Jそのままにして芥山しをする． ζの聞に的代m凹の緋起とていねいな代かきをして

おき，そ乙へ充分な：！Hllしの済んだ籾を附く．播種後はただらlζ活水させる． ζの後の注水などの水管

問は一切なく，排水のみである.w代は平床で，一枚の則の企［町民IlHlfiするが．周叩iζは小さい排水JO

の椛を作っておくのが一般的である．凶代ti低みの田 lζ は設けず，迎·.：；~m,11くのよい日みの回iζ作られる

が，乙れは大闘で・の冠水をj岱けるためでもある．揃租Lilは[[IIζよって斉一ではないが，おおむね坪あた

り一合凡当とみられた．また本IllIζ対するi世代而日iは約 I/20程と思われた．

！日ij~の 1 00～150 mm程度の11:Hrnは，また，本旧のtJh日を始める目安でもある．．村の＊凹はノングとよ

ばれる浅い小さな？.r.J山状j山形市上iζあり，捻J也の低みから高みにかけて一戸のmmまのJJt作j也が辿なって

いる．まとまった闘が米ればその雨と. j：苦みの旧からの流入（陛畔設逃が極めて大きいらしい） Iとより

低みの川から水がたまり始め， 7J<Lj二lζ：Wi-号！かせる排起が始まるのである. !Jt-起は雨mr乙合わせJJ[tj次1lt

みから j•：：；』みへと逃み， nI摘もそのJI日i序で·ill：んでゆく． ζのI主を11ij械で＇ Ii逆！と述べているが，・訟りであっ

たので訂iEしておきたい． ζのよう IC:J前五日ならびに[1)1砲のjffi行は. 1111ζ悶i注の総｛本ではなく降雨のパ

ターンに樋めて大きく支配されているらしドというのが＇ ／.見学系組謀者・の一致した；岳、凡である. J山Jf~ と

ll llitiの）！［(ii)~ と品部の対応は一般的1ζは次のようになる．すなわち低位の山はm~；~iが政も！1！く， i民生組公

j耐える．次iζrpff[[I](CJjl~ミ加を拙え. j＼可｛立山は／1立も遅く lζq！~ミ砲を植える． ζ れはかなり脱式化したも

ので例外も多い．例えばある出家の喝合. 71くのよくたまる低位IIIの而加が少なく大部分がqj～i創立凹で

占められているとすると（普通はとれと逆lζ低みのmの国税が大きい）．ともかく降雨後の水のあるfl',)

！と経営的な主力となる中位旧を拙え終るととに専念し．その後いつでも水のある低位mを~1tiえ．なお目、j

が米るならば掛された；：·1；位の III をMえるという ntn序になる．また~iiiの山るJg所をもっているIEHi！の場合

（点北タイ 1ζはsaltspotが多い〉，低みのIlllζ充分7）くがたまらねば~t~分地l立が高すぎてi'aが枯れるので

低li'LrlJはrnMが.it主くなるというljゆ：11もある．

7 月上旬から始まったm~i/Ui8 月上旬iζ~ilkJU）を迎え. 9月上旬1ζ完了した..Jiri付E容はほぼ 100 %と

なった．他方山liliは9）］下旬から始まり1lH上旬が品磁JU）で・あった．収地は10月下旬から始まったが12

月下旬でもまだ完了してはいなかった.81年の状況と最もhl己なるのは，本1.1：：がほぼすべてのr.EIICfo'.i付で

きたのみかl山砲も可能となったζ とである. ii1ilITI！ま 9, 10月にほとんど雨が米ず. it'H1Hrnま主主ばつのた

め全滅lζ近いあり雌であったが，本年は泉北タイ lζは全般的lζEよく雨が降っ7て，乙の地方では史上稀に

みる大~:H'J:となったのである．村の稲の生宵状況は， j正｛立 IIJの稲は概レてBlfドとほぼ同じ程度のできで

あったが．『JJ～i:'.:i佐川のlmが極めてよく有っていたのが特徴的であった.81年の刈i政問査の結M！では，

-.f;j；組数5.5 ..ア拙矧1E数 86.3，笠!?l＼歩合6396,WW千粒ill32.4 g. 制収11:138. 7 g (31地点平均値）

という他がmられたが．今回はjjiil§jの低l民団のl必上げによってζの数字むかなり上珂サーるのも｜自］逃いな

い.1mJ肥料栽培が一般的な木村の枕培技術では，；，Jくがi収品脱n;11盟凶として働かなかった乙とからj；こiニ域
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JI巴沃m：ゃ品fiilによる生育JVJHlJのt!]j£などが収i社会主として決定したものと Hfi測される.！此度のJ'.！~作の服

店別立次々三の作付を含め今後村人の詳しlζ多方面で現われてくるものと思われるが，村会去るまでlと気の

ついた点li；米企の地築ブームと収破作諜の:fJしい遅延であった．

i市｛’l：における変化の 2t佐自の点は＇ t!li品駈作付mm~の増加1である．・元米コーラートなど間部訪日誌をl除

く京北タイは．：｜七夕イやラオスと蛇ぶ純米卓越地帯であり，乙の村も例外ではない．村人の日常の食事

は純米のお乙わであり，む~米は御馳走．病人！日おかゆなどとして使われるJ また市中の米毘！とおいても

純米は安く t!li米は高い．もとよりいくらかの割米品醸の作付も従米行われていたが， 83年は担品種の中

でも刊に香りが良く尖味といわれ自Iii絡も向い品店の作付を地した人が多くみうけられた．とればl!f｝らか

にl眠う＇t~B的として作付されたものであり，・米は自給飯米月］として，いくら余刺があっても貯えておく

ばかりという．乙のやIの米作りの伝統とは典なった：＇.（；'jJft~がみられる．守本村悶辺，近隣の村々における品

部j:IJ:択の状況の別査によれば，税米品置を;JJ，’j山ζ多く作る村のあるととも判った.i1rn1ではあるが．コ

ンケンmのおirm・生活者のHllの組米＇di)民の向指が近郊It!村の艇米生産を促しているのかもしれない．なお

R D系やSanpa tongなど試験場の手を結た品祖も松崎容れているが短.fi！型品磁の作付はみられない．

また私自の在米型品杭は明型B，担品部｛立Clltと区分けできる.A型品羽iはない．

変化の第3話回iζは．桃』li:作；挺における！Mi;；肢の使mがあげられる．寸.：Nの文村的色彩のある隣村 1:

ン・ノーイ村のj辺氏が緋伝棋を1）／~入し． I mi ( 16 a ）あたり 120 パーツ（約 1200 円〕の~r~1111fiで向

付の村人の蛍・盟lζ応えたのであるL 1l耕の発庄である． 7', 8月の両月は注文が殺到し．回1ζ泊ってま

で予定を消化していた．排I玉』；~.の持主は 2 名であるが．田町内 l 名は自らの旧を小f'1, Iζ出しi-rn；専業となっ

た．二，三の村人IC聞いてみると．．やはり水ll二よりは．もし金があればJ}Hi;織をY1.いたいという気持を

持っているようである. i'](Lj二は毎回世話をし， lViを挫してillくまで引いてゆかねばならない． ζ れをぜf

厄介に！品じはじめているらしい．注文主のすべてについて調査したわけではないが，たとえば卸Jき臨り

の当主は村外へ働きにLL¥ており．また水lj二の数も少なくて．現金の余裕はあるものの緋起もなかなか思

うにまかせないといった出家が多かったようだ．耕伝峨のエンジンはディーゼルで日本企業制，その他

はタイm1で日本のものに比ベハンドルが長い．川起i乙はディスクプラウをmいている．

変化の立~ ti点＇i本f11への化学肥料の投入である．野菜作iζ対する肥料の投入は従うたより行われている

が，お）＼｛＇i,では全くみられないというのがa11r：：の間践であったγそれはおそらく．米が商品作物としてii'L

ii'.:lづけられていない乙とlζ加えて．天候i乙より当年の収砲の有古lt 多少の予測が全くつかないζ とに起

!Elするものであろうと考－えられた・＇しかじながら本年は， 9月Iζ入りγ分げつ拙JUlもとう lζ過ぎたと思

われる札化学肥料そ散布する／足民の盗がみられた．硫安が多かった.＇投入者は企村の 1:l/lJ程出：と思わ

れるが，・いずれも本年が初めての施！日という ζ とである．乙のII年JV]1と硫安を袋町散布して．はたしてW1

Mミがあるのか疑問であったが，彼らはよくがjいたと受けとめていたようである．さらに熱心な出家はLI二，

水LIニ先（既I!巴〉の投入も行ったJ 彼らが今年化学肥料の施川を決心した動機というのは，充分間j昨でき

ているわりではない. 9 rJ Iζ施j日したとしても，あるいは洪水臨唱の最も高い10月iと．山水によって水

の下！となる可能性も残されていたからである．ただ．自Iiiζ掲げた担！品植の作付拡大を行なbた者や耕伝

機によるfUJH創出7ι－ととの化学肥料投入者は置なっている場合がみられる．詳細な検討を加えるならば

本年稲作lζ起った技術的変化の必囚や，あるいはこの変化が一時的なものにすぎないのか，新たな技術 z
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段階を村の天7)<LlJ山梨iζ倒してゆくのかが明かになると思われる．

次Iζ野諜f'~. ;1:Uif'I：について述べる. 7J<liTI以外の作物は村の近くを流れる小川沿いの土手1ζ作られる諜

miやまのまわりの諜I~司あるいは樹国地，丘脱出lの刻II地1ζ栽培されるが．その他地沿いの生垣，，猷，ある

いは丘の上の林の中の自~:l:A出物の採集による平ljnJ矧皮もかなり高い．試みlζ場所別の栽培あるいは半栽

培的刷物金列挙す：ると次のようになる．菜闘の雨WJの作物としてはトウガラ・ン，ササゲ．ヘチマJ トウ

ガン，ダイ：ジョ， r｛ノfイヤなど．乾JUJのf同陶はシャロ・γI：•ニンニク．コエンドロ，カラシナのif：カ

リフラワーなど．樹悶地Iζはバナナ，シャカトウ，マンゴー，パラミ・ツ，パンジロウなど.1家のまわり

には，上記諜閃，樹1h11の作物と湿なり合うものが多いけれども，その他のものとしてはココヤシ．＼レモ

ングラス， jfラン_iiJレ．メボウキ，タケなど．．さらに池や小／IIの中ではハス（：{E艇を食べるにキパナオ

モダカ， ミズオオバコ， ミズアオイなどが半t~t＆状態で利用される．対il{'g としてはキャッサパ，陸稲が

四！日．らで．その他ラ・ソカセイ， トウモロコシなどとなる．乙の他クワやワタ，カポヴ lクなども諜闘の一部

lζfl；られ， t fζコ，・I

がら村のE嬰な盟F来1主培j也は1j、／117(：｝いの諜！車lで．あつて. .£Jli勾lrai (16 a) J呈皮の悶l也が／1lの阿岸iζi！ l ！ 

なつている. ；経．抗的 I乙品もm~な．すなわち制Ii絡の最も高い卜ウカ詞ラシは 12～ l月tJH首種され’ 1～ 

2月l乙定』fliされる．収地は3～4月より始まり， 10月頃まで続く． トウガラシはどの諜1gnでも大き唱な而

砧を占め，中Iζはー［国トウガラシばかりの11:lll也もある． ト，ウカ’ラシをはじめ，先述の股々な野菜， m物

IC加えて印やi也の魚，カエルなどは，それぞれの出家（の主Iζ中年友性）の手lζよってコンケン市内の

市場でう＇~られる． トウガラシについては村人の仰でや｜』買いに立つ人もある．また肥料， j辺諸の投入も極

めて多く ~M，~で，水稲作とは際だった対Jlilをみせている．目しかし，京北タ．イの段村が，いずれも ζ のよ

うに野菜作！こ熱心なわけではない． ドン・デーンのように域内｜ζ年間会通じて利fl]可能な小JII.池沼を

もっていると ζろ以外では，湖水ができないためiと安定した通年耕地はできない．また，近’く Iζコンケ

ンのような大il'ifiJ由佳控え，しかも交通の使がよいというような立地lζない限りは陸地としての成立は

むずかしい．そしてζのような村の方が実は圧到的iζ多いのである．

制作物の樋矧はjjij述のようであるが， ζの内作付田町iがfil:も大きくかっ現金収入を目的として作られ

るのはキャ vサパである．しかし乙の作物は. ;j:すにとってはそれほど古い作物ではない． 1960 年代lζ

はケナフが姉んであったし，さらに 1940年代1ζはワタ作りが行われていたようである．キヤ？？パ栽

培はGO年代米i乙始まった． ζの作物の拙付は稲刈後から f:mJVJjjijlζ行われる• I民槌は稲刈前後が多い．本

年はキヤヴサパiζ代ってj出稲の作付申が高かったが，・ζれは4月頃新摘したキャ・ソサパが全くの虫！｛降雨

で枯死し．さらに追I析する芸が自家淵述できなかったため，オカボi乙切り替えたという例が多かったた

めであった．すなわらここにも降雨のパターンが作付・生育を支配する局而を見る ζ とができる．キャ・ソ a

サパのf1！日絡はECの愉入組mリなと・から現在kgあたり75サタン（約7PJ50鋭〉とかなり下落している．政

府』t見l均は乙れi乙借るものとしてカシューナサツの導入を検討しているとrmいた．

以上のような短い文の中で， m北タイの出諜の姿がいくらかでも伝える乙とができれば幸いである．

ζ の稿を記すにあたっては．他のメンバーからの情報にも大きく依拠している．あるいは誤った理解も

少なくないかもしれないが， J-l任の一切はm者が!l.tうものである.・・;:' 
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